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愛愛知知県県感感染染症症情情報報
Infectious Diseases Weekly Report  

平成 18年 33週（8月 3週 8/14～8/20） 

《作成》 愛知県感染症情報センター 

連絡先：052-910-5619  E-mail：eiseiken@pref.aichi.lg.jp

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◆ 腸管出血性大腸菌感染症（三類）患者報告について 
例年 7-9月は、患者報告数が増加します。本年の患者発生状況は次のとおりです。    
 
◆ 平成 18年月別患者報告数 
（名古屋市除く。診断日に基づく集計。平成18年 8月 23日現在。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ 本疾患の症状は、腹痛と水様性の下痢として出現し、翌日に血便が出ることが多いよう
です。嘔吐は少なく、発熱は多くは 37℃台と軽度です。潜伏期間は、一般的に 3～5日で
すが感染後 10日以降に発症する場合もあります。回復期間は平均 8日とされていますが、
一部の患者ではHUSといわれる腎臓などの障害を引き起こし重症化（死亡する場合も）、
長期化する場合もあります。 

 
◆ 詳しくは、関連リンク「病原大腸菌」のページをご覧ください。 
 http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/67f/eaggec.html

◆ 今週の内容 ◆ 

・注意する感染症            ・トピックス 

・定点医療機関コメント         ・五類定点把握感染症報告数 

 ・全数把握感染症発生状況           （保健所別、年齢別） 

注意する感染症 
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定点医療機関コメント（名古屋市除く） 

尾張西部地区 

● 病原性大腸菌Ｏ25 2 歳男 

  マイコプラズマ感染症 4名 

【一宮市 城後小児科】 

● 水痘、手足口病続発中。     

【岩倉市 医療法人なかよしこどもクリニック】

＜32週報追加コメント＞ 

● 咽頭結膜熱、手足口病がいまだ続いて居り

ます。  

  27歳女、カンピロバクター検出されました。

【春日町 丹羽医院】

＜31週報コメントの訂正＞ 

● Salmonella→Salmonella sp Ｏ4群 

【北名古屋市 田中クリニック】

尾張東部地区 

● 感染性胃腸炎が少し。 

【瀬戸市 津田こどもクリニック】

● 全体的に感染症は少なくなりました。 

  水痘、ヘルパンギーナ等。 

【尾張旭市 医療法人誠和会佐伯小児科医院】 

● 手足口病、マイコプラズマ肺炎続いていま

す。 

  水痘増えています。 

【春日井市 春日井市民病院】

● 手足口病、ムンプス続いています。 

【春日井市 朝宮こどもクリニック】

● 手足口病、ヘルパンギーナ減少しています。 

【小牧市 志水こどもクリニック】

 

＜32週報追加コメント＞ 

● 6歳男 病原大腸菌Ｏ1（＋）ベロトキシン（－）

【大府市 まえはらこどもクリニック】

 

西三河地区 

● 1歳 6か月女 カンピロバクター、病原

性大腸菌Ｏ15（＋）ＶＴ(-) 

  1 歳女 サルモネラＯ4、病原性大腸菌 

Ｏ25（＋）ＶＴ(-) 

  7 歳男 サルモネラＯ7 

【岡崎市 にいのみ小児科】

● マイコプラズマ肺炎 3歳男 

  病原大腸菌Ｏ1 3歳女 

【岡崎市 医療法人川島小児科水野医院】

● 水痘が流行しています。 

【三好町 三好町民病院】

 

＜32週報追加コメント＞ 

● アデノウイルス感染症 

  嘔吐を主症状とする感染性胃腸炎 

【碧南市 永井小児クリニック】

● アデノ check 陽性 5名 

  マイコプラズマ肺炎 3名 

【知立市 宮谷クリニック】

東三河地区 

● 5歳女、4歳男、アデノ扁桃炎 

  2 歳男、マイコプラズマ肺炎 

【豊橋市 医療法人野村小児科】

● ムンプス 髄膜炎 4歳 男  

  ムンプス 髄膜炎 6歳 男  

【小坂井町 医療法人宝美会総合青山病院 】 
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一～三類感染症の発生状況  －愛知県 (名古屋市を除く。 )－  

＜関連リンク＞  届出基準  (http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/2f/todokedekijun060612.pdf) 

● 腸管出血性大腸菌感染症 （三類感染症） 

番号 
報 告 
保健所 

年齢 性別 
発病 
月日 

初診 
月日 

診定 
月日 

備  考 

1 知 多 3 女 7／9 7／10 7／13 
Ｏ157、ＶＴ1・ＶＴ2(+)
＜28週報告分・追加＞

2 豊橋市 79 女 8／7 8／9 8／15 
Ｏ157、ＶＴ1・ＶＴ2(+)
＜32週報掲載分・再掲＞

3 瀬 戸 12 女 8／10 8／11 8／15 
Ｏ157、ＶＴ1・ＶＴ2(+)
＜32週報掲載分・再掲＞

4 瀬 戸 20 男 8／10 8／10 8／15 
Ｏ157、ＶＴ1・ＶＴ2(+)
＜32週報掲載分・再掲＞

5 瀬 戸 51 女 8／10 8／12 8／16 Ｏ157、ＶＴ1・ＶＴ2(+)

6 一 宮 21 男 8／15 8／17 8／22 
Ｏ157、ＶＴ1・ＶＴ2(+)
＜34週報告分＞ 

四類・五類（全数把握）感染症の発生状況  －愛知県(名古屋市を除く。)－ 

● レジオネラ症 1例 ＜32週報掲載分・再掲＞ 

● 後天性免疫不全症候群 1例 

（ＡＩＤＳ、推定感染地域：国内、推定感染経路：性的接触）  

● 梅毒 1例（早期顕症、推定感染地域：国内、推定感染経路：性的接触）＜34週報告分＞

 

トピックス            
 
◆ 国内における日本人の HIV-2 感染例について  

 
厚生労働省は 8月 11日、我が国における日本人初の HIV-2感染例について、次のような
発表を行いました。 

 
【症例】西アフリカで輸血歴を持つ男性が気管支喘息を主徴として本邦医療機関を受診し

た（入院後、加療により症状改善し、退院）。同患者は入院時検査にて HIV 抗体が陽性であ
り、HIV-1及びHIV-2に対するウエスタンブロットによって、HIV-2感染が確証された。本
症例は我が国において初めて日本人として遺伝学的に完全な確証が得られたHIV-2感染例で
ある。 

 
【健康危険情報】我が国においては、既に HIV-1 及び HIV-2 に対応する体外診断用 HIV
抗体検査試薬によるスクリーニングが行われているが、HIV-2 に対応しない抗体検査システ
ム及び遺伝子増幅法を用いた場合、感染を見逃すおそれがある。 

http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/2f/todokedekijun060612.pdf
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195 182 35 51 13 0 0 116 65 233 191 218 85 95 1 0 94 0 143 0 20 0 1 11 0 0

125 112 24 37 12 0 0 93 44 176 162 178 80 83 1 0 74 0 124 0 17 0 1 10 0 0

名 古 屋名 古 屋 市 70 70 11 14 1 0 0 23 21 57 29 40 5 12 0 0 20 0 19 0 3 1
尾 張 東 部瀬 戸 9 9 2 3 1 0 3 1 24 13 5 7 3 0 0 4 0 3 0 0 2
海 部 津 島津 島 7 7 2 2 1 0 0 10 4 4 14 8 1 3 0 0 0 0 0 0 5 1 3
尾 張 中 部師 勝 4 4 1 1 0 0 1 1 8 2 2 7 3 0 0 0 0 1 0 2
尾 張 西 部一 宮 16 12 3 4 1 0 0 11 5 23 8 19 11 8 0 0 6 0 4 0 1
尾 張 北 部春 日 井 9 9 2 3 1 0 0 8 4 10 17 28 7 9 1 0 12 0 23 0 0

江 南 6 6 1 2 0 0 3 4 19 13 17 9 17 0 0 6 0 4 0 0
知 多 半 島半 田 6 6 1 2 1 0 0 2 4 21 11 6 1 8 0 0 8 0 12 0 0

知 多 7 7 2 2 0 0 8 1 4 11 12 2 3 0 0 4 0 8 0 3
西 三 河 南 部岡 崎 市 11 7 2 2 1 0 0 1 1 7 8 10 6 9 0 0 5 0 2 0 1

衣 浦 東 部 13 13 2 4 1 0 0 6 4 16 18 9 7 8 0 0 15 0 13 0 2 1
西 尾 5 5 1 2 1 0 0 0 3 1 2 5 1 4 0 0 1 0 6 0 0

西 三 河 北 部豊 田 市 9 9 2 4 1 0 0 4 3 11 17 8 3 1 0 0 3 0 14 0 0 3
東 三 河 南 部豊 橋 市 12 8 2 4 1 0 0 5 4 17 9 11 10 3 0 0 6 0 14 0 3 1

豊 川 9 8 1 2 1 0 0 25 5 11 17 31 8 4 0 0 4 0 19 0 0
東 三 河 北 部新 城 2 2 1 0 0 6 0 0 2 7 0 0 0 0 0 0 1

定点数

愛知県

愛知県
（名古屋市を含む）

総数
(名古屋市は除く)
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計 0 0 93 44 176 162 178 80 83 1 0 74 0 124 0 17 0 1 10 0 0
～6ヶ月 0 0 1 0 3 2 3 0 7 0 0 0 0 0 0 0
～12ヶ月 0 0 0 0 10 9 10 0 38 0 0 6 0 1 0 0
0歳
1歳 0 0 5 0 21 21 35 8 31 1 0 13 0 8 0 1
2歳 0 0 12 4 6 23 40 6 5 0 0 20 0 15 0 1
3歳 0 0 14 9 10 32 36 7 1 0 0 13 0 24 0 2
4歳 0 0 18 11 9 35 21 15 0 0 0 7 0 17 0 1 1
5歳 0 0 14 6 16 19 14 19 0 0 0 4 0 23 0 0
6歳 0 0 7 5 12 4 6 8 0 0 0 4 0 9 0 0
7歳 0 0 5 4 6 5 5 7 0 0 0 1 0 8 0 0
8歳 0 0 4 2 8 4 1 1 0 0 0 5 0 3 0 0
9歳 0 0 4 1 8 3 1 0 1 0 0 1 0 2 0 0

5歳～9歳 2
10歳～14歳 0 0 7 1 15 3 5 8 0 0 0 0 0 12 0 1 4
15歳～19歳 0 0 0 0 6 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2
20歳～ 0 2 1 46 2 0 1 0 0 0 0 0 0

20歳～29歳 0 0 4 1
30歳～39歳 0 0 4
40歳～49歳 0 0 2
50歳～59歳 0 0 0
60歳～69歳 0 0 1
70歳～ 0 0

70歳～79歳 0 1
80歳以上 0
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